
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2025年度　定例活動報告書
 実施日時： （日） 9:00～12:00

天候： 小雨
報告者：　 橋本谷・中川  望

項番 作業内容 従事
人数

1 薪の整理 ５名

作業小屋横に積み上げて保管していた薪が朽ち始め、スズメバチ等に巣を作られるリスクが高くなってきたため、

管理事務所正面にある廃材置き場の奥に運び込みました。右下の写真は運び込み終了後の写真です。

2 樹木銘板の交換 ４名

3 ポット苗（クリ）づくり ３名

4 植物標本のメンテナンス ２名

5 損保業務の引継ぎ ２名

今年度より当NPOの損害保険業務担当者

が変更となり、その引継ぎを行ってきましたが、

本日で引継ぎ完了しました。

  

 

参加者　　１３名　　（　　会員　　１３名　　）

6月15日

昨日よりの雨が時々は止んだものの、９時の朝礼開始時も小雨の天候。小雨の中、13名の会員が集まりました。
本日の活動内容は、①薪の整理、②樹木銘板の交換、③ポット苗（クリ）づくり、④植物標本のメンテナンス、⑤損
保業務の引継ぎ、⑥タケノコ（マダケ）の伐採、⑦生物観察、等でした。

　科名変更に伴い銘板の交換
を行いました。

　・ムラサキシキブ（クマツヅラ
科→シソ科）　11本

　・コムラサキ（クマツヅラ科→
シソ科）　2本

木杭に銘板を取付け 銘板を現地に設置

ポット用の土を採取 ポット苗づくり クリのポット苗、11株完成

除湿用のシリカゲル（不織布シート） シートを電子レンジで2分間加熱 サインがブルーに変わり完了



項番 作業内容 従事

人数

6 タケノコ（マダケ）の伐採 １名

7 生物観察

Q.なぜタケは成長が早い？
A.タケには節ごとに、細胞が分裂して
成長する「成長点」と呼ばれる部分が
あります。一般の樹木だと成長点は根
や茎の先端にしかありません。ところ
がタケはすべての節に成長点がある
ため、仮に節が40個あってそれぞれ
の成長点が1日に1センチメートルず
つ伸びれば、稈は1日で一気に40セ
ンチメートル成長することになります。
これがタケの成長が早い理由です。
（農林水産省資料）

作業前（タケノコ） 作業後

コブシ（若い実）ネジバナ ナンテン

クモの繭（種は未特定） コアシダカグモドロバチの仲間の巣

シロヒトリ（幼虫） アカサシガメ コウガイビル


